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■ 中国 himalaya で 3 年間で 1,000 億円市場に成⻑。短時間で⽿から本をインプットする最新ジャンル
「Voice Book Club（ボイスブッククラブ）」がついに⽇本に初上陸！ 

昨今、スマートフォンの普及により、通勤時間や休憩時間などの短い時間で完結できるコンテンツの
需要が⾼まっています。今回、中国 himalaya で 3 年間で 1,000 億円の市場規模を築いた「Voice Book 
Club」という短い時間で⽿から本をインプットできる番組がついに⽇本に初上陸します。 
「Voice Book Club」では、ブックプレゼンターが選出した 1 冊の本を独⾃の⽬線で⾳声で解説しご紹

介していく番組です。従来のオーディオブックのような純粋な朗読ではなく、番組のブックプレゼンタ
ー⾃⾝による選書で、独⾃⽬線の解説やトークを交えながら、声のみで紹介していくことが特徴です。 
中国では本の新しいインプットの⽅法として「Voice Book Club」は既に⼀般化しています。シマラヤジ
ャパンは、今回の安藤美冬さんによる初番組「miffy の Book Journey」のスタートをきっかけに、⽇本
でも新しいライフスタイルとして定着化を図りたいと考えてます。 
 
 
 
 

＜短い時間で⽿から本をインプットする「Voice Book Club（ボイスブッククラブ）の 3 つの魅⼒＞ 
1. ⾳声アプリで「ながら聴き」 

中国で 1,000 億円市場の短時間で耳から本をインプットする最新ジャンル

「Voice Book Club（ボイスブッククラブ）」がついに日本に初上陸 

日本初番組として作家・コメンテイターの安藤美冬さんがお届けする 

「miffy の Book Journey」7 月 29 日（木）より本格ローンチ 
URL：https://www.himalaya.fm/recommend/miffynobookjourneylp 
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専⽤アプリで、通勤中や家事中に「ながら聴き」。スキマ時間を学びへと有効活⽤できます。 
 

2. 本について語れるユーザー参加型 
番組にはユーザーが⾃由に討論できるスペースがあり、ユーザー同⼠の意⾒交換だけでなく、書籍
の出版社なども紹介し、ブックプレゼンターが提供するスペースを通し、本のコミュニティが⽣ま
れる場所となっています。 

 
3. ブックプレゼンターの存在 
「Voice Book Club」では、膨⼤な本を読んでいる且つ、独⾃の視点をお持ちの⽅のブックプレゼンタ

ーとして選出。ブックプレゼンターの存在により、新しい本の旅をお楽しみください。 
 
 
■ ブックプレゼンターが今後続出していく 

ブックプレゼンターとは「本と⾃⾝のストーリーを組み合わせ、その思いを語り届ける⼈」。従来
の書評や要約、感想といったレビューチャンネルとは違い、ユーザーにブックプレゼンターの考え
が伝わるよう、本そのものの魅⼒を彼ら彼⼥らの個⼈的な体験を交えて⾃らの声で届けるのが、ブ
ックプレゼンターの⼤きな役割です。中国では既に多くのブックプレゼンターが⽇々配信していま
す。総合⾳声プラットフォームアプリ『himalaya』では個⼈でも「ブックプレゼンター」として番
組を持つことができるため、将来的に「ブックプレゼンター」の参加が増え、「Voice Book Club
のジャンルを確⽴し、 ⼈や新しい魅⼒に「本と声」で繋がれるコミュニティ⽂化を作っていきま
す。 

 
■ ⽇本初のブックプレゼンターに安藤美冬が登場！ 

 「Voice Book Club」の設⽴に伴い、作家・コメンテイターとして活躍する安藤美冬さんに⽇本初のブ
ックプレゼンターを務めていただきました。安藤さんは⼩学校の頃より読書家であり、これまでのべ
10,000 冊の本を読まれています。安藤さんならではの独⾃の⽬線とトークがとても魅⼒な番組となって
います。 
 
 
 
「miffy の Book Journey（ブックジャーニー）チャンネル」３つのおすすめポイント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 15 分で 1 冊の本が学べる 
1 冊 15 分程度の「ながら聴き」で本の読みどころや、学びポイントを解説します。 

 
2. バラエティ豊かな選書 
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これまでのべ、10,000冊以上の本を読んできた“読書のプロ“である安藤美冬さんが、最新のベスト
セラー本から定番のロングセラー、⼩説、哲学や漫画まで、バラエティ豊かな 1 冊をセレクト。 
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【提供価格】⽉額：960 円（税込） 
URL：https://www.himalaya.fm/recommend/miffynobookjourneylp 
 
 
 
＜安藤美冬⽒からのコメント＞ 
 ⼩学⽣の頃から本が⼤好きで、これまでのべ 10,000 冊の本を読んできました。 
強いヒーローや優しい物語、⼒強いメッセージ。 
こうした本に私は、何度救われたか分かりません。 
 
従来の書評家とは違う、新しい仕事や肩書きでもある「ブックプレゼンター」には、その役割に違い

があると考えています。 
 
書評家の役割が、書評に触れる⼈が「読んだ気になる」ところにあるとすれば、ブックプレゼンター

の役割とは、プレゼンを聞いた⼈が「本を買って読みたくなる」ところにあります。 
 
ブックプレゼンターが、思い思いの表現で本の魅⼒を伝えることで、その本に惹きつけられる⼈を増

やすこと。それがブックプレゼンターの社会的役割であり、個⼈的には本への恩返しだと考えていま
す。 
 
『miffy の Book Journey』は、こうした新しい「ブックプレゼンター」としての役割を試みた、⽣ま

れたばかりの番組です。スマホから聞こえてくるワクワクとした声に触れながら、この世界の広さを、
そして何よりも本によって動かされる私たちの内⾯の深さと素晴らしさを、実感していただきたいで
す。 
 
さぁ、”本の旅”へと出かけましょう！ 

 
 
 
 
 
■ ブックプレゼンタープロフィール 
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安藤美冬（あんどう みふゆ）／作家・コメンテイター 
のべ 10,000 冊の本を読む”読書のプロ”であり、 
本の読みどころを魅⼒的に伝える「ブックプレゼンター」 
  
1980 年⽣まれ、東京育ち。 
累計発⾏部数 19 万部、新しいフリーランス・起業の形をつくった働き⽅
のパイオニア。 
  
 
 

慶應義塾⼤学在学中にオランダ・アムステルダム⼤学に交換留学を経験。 
ワークシェアに代表される、働き⽅の最先端をいく現地で⼤きな影響を受ける。 
新卒で（株）集英社に⼊社、7年⽬に独⽴。 
  
本やコラムの執筆をしながら、パソコンとスマートフォンひとつでどこでも働ける⾃由なノマドワーク
スタイルを実践中。 
  
KLMオランダ航空、SK-Ⅱ、インテル、アクエリアスなど様々な企業の広告にも出演、働く⼥性のアイ
コン的存在である。 
 
 
■ 中国で最⼤⼿の総合⾳声プラットフォームアプリ『himalaya（⽇本版）』 
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【シマラヤジャパン株式会社 会社概要】 
名称：シマラヤジャパン株式会社 
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代表取締役：安陽 
所在地：〒150-0042 東京都渋⾕区宇⽥川町 10−2 いちご渋⾕宇⽥川町ビル 6F 
設⽴：2017 年 3 ⽉ 
https://jp.himalaya.com/ 
事業内容：⾳声プラットフォーム「himalaya」の企画・開発・運営 


